
ⓘ インフォメーション

スポーツ安全保険の加入について　
　スポーツ安全保険は、誰もが安心してスポーツや文化などの団体・グループ活動（社会教育活動）に参加で
きるようにするため、（公財）スポーツ安全協会が損害保険各社と協力して作り上げた、小さな掛金で大きな
補償が得られる公益目的事業です。
加入条件
　子ども会、自治会、運動クラブ、文化・ボランティアクラブなど４名以上のアマチュアグループや団体。
補償対象
①急激で偶然な外来の事故により被った傷害による死亡、後遺障害、入院、手術、通院を補償。
　(※熱中症や突然死も対象となります。）
②他人の物を壊したことにより、法律上の損害賠償責任を負うことによって被った損害を補償。
③突然死（急性心不全、脳内出血などによる死亡）に際し、親族が負担した葬祭費用を補償
補償対象・掛金額
　活動内容や年齢に応じて８つ区分に分かれ、年額８００円～となります。
加入手続き
　①銀行などで加入する場合　
　　「加入依頼書」を記入して指定銀行の窓口へ掛金とともに提出(※別途振込手数料が必要)。
　　なお、「加入依頼書」は令和４年度までで廃止となります。
　　追加加入で加入依頼書が必要な場合は、資料発送センター（　0120-222-410）または、ホームページ
　よりご請求ください。
　②インターネットで加入する場合　
　　パソコンまたはスマートフォンを使用して、「スポあんネット」から必要事項を入力後に
　コンビニエンス　ストアから掛金を支払ってください。（※別途システム利用料が必要）
　　なお、事故通知も「スポあんネット」からできます。
　公益財団法人スポーツ安全協会宮崎県支部　  0985-55-3136
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　新型コロナや侵攻(戦争)。
食料品や日用品の値上げ、
ガソリン価格の高騰などな
ど。明るい話題が少なく、
まだ朝晩の冷え込みがある
今日このごろ。ふと夜空を
見上げると雲の合間から一
点の光が。遠くに見える明
るい未来へ希望をもちまし
ょう。　

2月中の
事件（刑法犯）　件数　 0件
交通事故
　人身事故　　件数　 4件
　死　　者　　人数　 0人
　負 傷 者　　人数　 5人
　物損事故　　件数　 11件

2月中の寄付金
　件数 243件
　金額 484万4,000円
令和3年度合計
　件数 5,537件
　金額 1億3,271万9,000円

令和4年3月1日現在
※カッコ内は先月との比較
世帯 4,956戸 （ －3）
人口 11,606人 （ －32）
　　男 5,598人 （ －10）
　　女 6,008人 （ －22）
1月中の
 転入 11人 転出 28人 
 出生 6人 死亡 21人
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3月の納期限
町県民　固定資産　軽自動車
国保　介護　後期高齢者
上（下）水道　簡易水道
下水道受益者負担金
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